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も存在する。筆者がインタビューした人々はしばしば、
「システム」を逆らうことのできない非公式な規範、
組織内の無言の圧力として捉えていた。
●必要経費
カネとコネで就職し、その費用をすばやく取り戻す
ために収賄に励む。そんな警官が市民の尊敬を集めら
れないのも無理はない。
自分も内務省に勤めていたダニヤルは、いまの警察
の体たらくを苦々しく思っている。
「警官は理由もなく逮捕することもあります。もち
ろん違法ですけどね。パトカーに無理やり乗せて、留
置所に何日も入れておく。つまりはカネをせびるんで
す。逆に警察に捕まりそうになっても、カネさえ払え
ば無罪放免ですよ。だから犯罪が増える」
ソ連の警察はもっと恐れられていた、と彼はいう。
「我々が就職したころは、身長170センチ以上とか、
運動能力とか、厳しい審査がありました。候補の半分
は落とされましたよ。ところがいまときたら、あなた
も見かけたでしょう、背が低くてでっぷりとした警官。
警官に対する人々の態度も変わってしまった。私たち
が制服を着て歩いていたら、どんなならず者だって恐
れをなしたものです。『サツだ！逃げろ』ってね。い
まは相手にもされませんよ」
ただし、警官や税関職員にも同情すべき事情はある。
ソ連崩壊後、急速な市場経済化と緊縮財政により、
あらゆる分野で予算が大幅にカットされた。その結果、
公的セクターで働く人々の賃金未払いや遅延が生じた
だけでなく、業務遂行に必要な設備や備品、消耗品が
支給されなくなってしまった。そうした事態は2000年
代以降改善されてはいるものの、現場で働く人々はい
まだにしばしば自己負担を強いられている。
再び、ダニヤルの証言を引用しよう。
「コナエフ（カザフスタン共産党第一書記、1964～
86年）時代には軍装品が定期的に支給されました。着
古していなくてもね。帽子、コート、靴下から肩章、
勲章まで。いまは全部、自分で買わなければならない。
専門店に行って注文するんです。その費用はばかにな
りません」
自腹を切らされる警官の悲哀を、筆者も感じたこと
がある。
アルマトゥ滞在中、夫が外国人観光客狙いの詐欺に
警官はなぜ賄賂を取るのか―カザフスタンの事例―
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